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開設の⽬的・概要　等

超⻑寿社会を迎えた我が国においては、健康寿命延伸は喫緊の課題であり、その実現には運動器の機能と構造を維持することが必須である。中⻑期的には加齢に伴う運動器の構造的変化を早期に捉
え、構造変化の改善や遅延さらには予防を視野に⼊れた研究推進が必要である。本寄付講座では、⾻関節疾患に関して質の⾼い臨床を茨城県および茨城県神栖市で提供するとともに、⾻粗鬆症と脆
弱性⾻折、変形性脊椎症や脊柱管狭窄症、変形性関節症、⾻・軟部腫瘍、⼤腿⾻頭壊死症、スポーツ関連疾患などの多岐にわたる⾻関節疾患の病態解明とそれに基づく早期診断・早期治療実現
に向けた開発研究を推進する。また、これらの診療と研究の実践により、⾻関節疾患の診断・治療に関する臨床研究と基礎研究を遂⾏できる優れた若⼿医師・研究者の育成を図る。
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第66回⽇本⼿外科学会学術集会、東京、2023年4⽉20⽇

国内学会発表 60 今津範純、内藤聖⼈、川北壮、鈴⽊崇丸、⼭本康弘、川村健⼆郎、岩瀬嘉志、⽯島旨章: ⼩児上腕⾻顆上⾻折Gartland分類3型では遊離サイロキシンFT4が⾼値を⽰す、第66回⽇本⼿外科
学会学術集会、東京、2023年4⽉20⽇

国内学会発表 61 ⼭本康弘、内藤聖⼈、川北壮、鈴⽊崇丸、今津範純、川村健⼆郎、岩瀬嘉志、⽯島旨章: ⼿根管開放術における術後VASと術後Q-DASHスコアの予測因⼦の検討、第66回⽇本⼿外科学会学
術集会、東京、2023年4⽉20⽇

国内学会発表 62 ⼭本康弘、⾓家健、内藤聖⼈、⽯島旨章、岩崎倫政:　慢性絞扼性神経障害の新規動物モデル開発と病態解明、第66回⽇本⼿外科学会学術集会、東京、2023年4⽉20⽇

国内学会発表 63 川村健⼆郎、内藤聖⼈、鈴⽊崇丸、⼭本康弘、川北壮、今津範純、⼩畑宏介、岩瀬嘉志、⽯島旨章: 掌側ロッキングプレート固定後の早期社会復帰の障壁となる臨床所⾒の検討、第66回⽇本⼿
外科学会学術集会、東京、2023年4⽉20⽇

国内学会発表 64 川北壮、内藤聖⼈、鈴⽊崇丸、窪⽥⼤介、⼭本康弘、今津範純、川村健⼆郎、上野祐司、服部信孝、⽯島旨章: 線維芽細胞株を⽤いたREST⾼発現細胞における軸索マーカー発現、第66回⽇
本⼿外科学会学術集会、東京、2023年4⽉20⽇

国内学会発表 65 内藤聖⼈、川北壮、⼭本康弘、鈴⽊崇丸、今津範純、川村健⼆郎、岩瀬嘉志、⽯島旨章: 外来患者における⼿の機能評価と中枢神経感作との関連、第66回⽇本⼿外科学会学術集会、東京、
2023年4⽉20⽇



国内学会発表 66 鈴⽊崇丸、内藤聖⼈、⼭本康弘、川北壮、⼩畑宏介、岩瀬嘉志、⽯島旨章: 掌側ロッキングプレート固定における術後予後不良因⼦の検討、第66回⽇本⼿外科学会学術集会、東京、2023年4
⽉20⽇

国内学会発表 67 内藤聖⼈、⼭本康弘、川北壮、鈴⽊崇丸、今津範純、川村健⼆郎、⽯島旨章: 中節⾻基部⾻折（PIP背側脱⾅⾻折）︓創外固定を中⼼に、第66回⽇本⼿外科学会学術集会、東京、2023
年4⽉20⽇

国内学会発表 68 後藤賢司、内藤聖⼈、名倉奈々、⼭本康弘、⼩畑宏介、菊井彩夏、川北壮、鈴⽊崇丸、富⽥善雅、⽯島旨章: 慢性腎不全患者における透析シャント側肢に発⽣した上腕⾻遠位端⾻折の治療、
第35回⽇本肘関節学会学術集会、⼭形、2023年2⽉4⽇

国内学会発表 69 岩瀬嘉志、杉⼭陽⼀、内藤聖⼈、⼭本康弘、川北壮、鈴⽊崇丸、⽯島旨章:　DASHスコアは1ポイントあたり何円か、第37回東⽇本⼿外科研究会、秋⽥、2023年1⽉28⽇

国内学会発表 70 本間康弘:　インプラントテクノロジーによる 脱⾅予防、第53回⽇本⼈⼯関節学会、横浜、2023年2⽉18⽇

国内学会発表 71 本間康弘:　厚労省での業務経験－整形外科医の役割－、第96回⽇本整形外科学会学術総会、横浜、2023年5⽉11⽇

国内学会発表 72 本間康弘:　転位型⼤腿⾻頚部⾻折 Our best practice in 2023 前⽅進⼊法・Dual mobility cup・セメントステムでのTHA、第49回⽇本⾻折治療学会学術集会、静岡、2023年6⽉28⽇

国内学会発表 73 本間康弘:　⾳響解析による⼈⼯股関節⼿術時の合併症予防︓フランス⼈外科医 Lisfranc からのバトン、第38回⽇本整形外科学会基礎学術集会、つくば、2023年10⽉19⽇

国内学会発表 74 本間康弘:　特発性⼤腿⾻頭壊死症に対する⾃家濃縮⾻髄液局所注⼊療法―新規技術誕⽣から先進医療（B）承認までに得られた知⾒・経験の共有、第38回⽇本整形外科学会基礎学術集
会、つくば、2023年10⽉20⽇

国内学会発表 75 本間康弘:　AIと叩打⾳の⾳響解析を活⽤したTHA⼿術⼿技⽀援システム開発、第50回⽇本股関節学会学術集会、福岡、2023年10⽉27⽇

国内学会発表 76 本間康弘:　⾻頭圧潰はなぜ起きるか、どう抑制するか︓⾃家濃縮⾻髄液局所注⼊療法の経験からの考察、第50回⽇本股関節学会学術集会、福岡、2023年10⽉28⽇

国内学会発表 77 上原弘久、⽷⿂川善昭、森川⼤智、古賀有希久、野尻英俊、丸⼭祐⼀郎、⽯島旨章: 酸化ストレスが関与する腱板変性のメカニズムは断裂の形態で異なる、第96回⽇本整形外科学会学術総会、
横浜、2023年5⽉11⽇

国内学会発表 78 上原弘久、⽷⿂川善昭、森川⼤智、古賀有希久、鶴上浩規、丸⼭祐⼀郎、⽯島旨章: 上腕⼆頭筋⻑頭腱障害に対する超⾳波剪断波エラストグラフィを⽤いた画像診断、第96回⽇本整形外科学
会学術総会、横浜、2023年5⽉11⽇

国内学会発表 79 上原弘久、⽷⿂川善昭、森川⼤智、古賀有希久、鶴上浩規、丸⼭祐⼀郎、⽯島旨章: 抗酸化剤は腱板修復術後の酸化ストレスを軽減し修復部癒合を促進する、第96回⽇本整形外科学会学術
総会、横浜、2023年5⽉11⽇

国内学会発表 80 上原弘久、⽷⿂川善昭、鶴上浩規、波多江⽂俊、丸⼭祐⼀郎、⽯島旨章:　ハムストリングス筋⼒訓練後のstiffness変化の違い、⽇本スポーツ整形外科学会2023、広島, 2023年6⽉29⽇

国内学会発表 81 上原弘久、⽷⿂川善昭、森川⼤智、古賀有希久、野尻英俊、丸⼭祐⼀郎、⽯島旨章: 抗酸化剤は腱板修復術後の修復部における酸化ストレスを軽減しその癒合を促進する、第38回⽇本整形外
科学会基礎学術集会、つくば、2023年10⽉19⽇

国内学会発表 82 上原弘久、⽷⿂川善昭、森川⼤智、鶴上浩規、⽯島旨章:　超⾳波剪断波エラストグラフィによる上腕⼆頭筋⻑頭腱障害の診断、第50回⽇本肩関節学会、新宿、2023年10⽉13⽇

国内学会発表 83 桑原隆⽂、野⼝啓太、湯本正樹、⼩海努、森川⼤智: 肩甲⾻体部⾻折後に残存した上腕外側痛に対して腋窩神経への治療が奏功した2例、第34回⽇本整形外科超⾳波学会、⾚坂、2023年7
⽉8⽇



国内学会発表 84 桑原隆⽂、湯本正樹、森川⼤智:　腋窩神経周囲の超⾳波所⾒がハイドロリリースの効果に及ぼす影響、第20回⽇本肩の運動機能研究会、新宿、2023年10⽉13⽇

国内学会発表 85 渋⾕研太、川崎隆之、内藤聖⼈、森川⼤智, ⽥中誠⼀、懸⽥健史、⽯島旨章: ラグビーのタックルによって四辺形間隙症候群（QLSS）をきたした⼆症例、第96回⽇本整形外科学会学術総会、横
浜、2023年5⽉11⽇

国内学会発表 86 渋⾕研太、川崎隆之、森川⼤智、懸⽥健史、⽯島旨章:　⼩学⽣ラグビー選⼿の逆ヘッドタックルの特徴、⽇本スポーツ整形外科学会2023、広島、2023年6⽉29⽇

国内学会発表 87 渋⾕研太、川崎隆之、森川⼤智、横井亮太、懸⽥健史: Throwing performance after coracoid transfer for anterior shoulder instability、第50回⽇本肩関節学会、東京、2023
年10⽉14⽇

国内学会発表 88 ⻄郷吉柾、森川⼤智、上原弘久、⽷⿂川善昭、渋⾕研太、川崎隆之、⽯島旨章:　靱帯損傷を伴う鎖⾻遠位部⾻折新規治療の臨床成績・画像評価、第50回⽇本肩関節学会、新宿、2023年10
⽉13⽇

国内学会発表 89 森川⼤智、⽯島旨章:　肩鎖関節脱⾅の発⽣メカニズム（シンポジウムハム02 肩鎖関節不安定症の治療戦略）、⽇本スポーツ整形外科学会2023、広島、2023年6⽉29⽇

国内学会発表 90 森川⼤智、⻄郷吉柾、上原弘久、⽷⿂川善昭、渋⾕研太、川崎隆之、⽯島旨章:　カスタムメイドグレノイドシステムを⽤いたRSAの治療成績、第50回⽇本肩関節学会、新宿、2023年10⽉13⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 髙⽊⾠哉:　運動器の緩和ケア、第6回地域包括ケアを共に考える会、東京、2023年2⽉4⽇

特別講演・
招待講演 2 髙⽊⾠哉:　がんの運動器診療－がんロコモのマネジメント－、第24回奈良画像診断・IVR研究会、奈良、2023年2⽉10⽇

特別講演・
招待講演 3 髙⽊⾠哉:　がんの運動器診療－がんロコモと⾻転移－、シオノギ社内研修会、東京、2023年2⽉21⽇

特別講演・
招待講演 4 髙⽊⾠哉:　がんロコモの概念と重要性、第33回お茶の⽔運動器疾患セミナー、東京、2024年4⽉12⽇

特別講演・
招待講演 5 髙⽊⾠哉:　がん⾻転移の包括的診療、J CIRCLE Web seminar、2023年4⽉21⽇

特別講演・
招待講演 6 髙⽊⾠哉:　⾻転移診療の在り⽅、名⼤RECONST seminar、Web、2023年5⽉23⽇

特別講演・
招待講演 7 髙⽊⾠哉:　外傷医のための⾻転移診療ガイドライン－腫瘍医の視点から－、第49回⽇本⾻折治療学会、静岡、2023年6⽉30⽇

特別講演・
招待講演 8 髙⽊⾠哉:　がんの運動器診療－がんと併存する運動器疾患の疼痛管理も含めて－、第56回⽇本整形外科学会⾻軟部腫瘍学術集会、東京、2023年7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 9 髙⽊⾠哉:　がん⾻転移の包括的診療、⾻転移診療セミナー、Web、2023年10⽉31⽇

特別講演・
招待講演 10 髙⽊⾠哉:　⾻転移の包括的診療、第12回城北地区在宅医療研究会、東京、2023年11⽉1⽇



特別講演・
招待講演 11 ⾦勝乾:　膝・股関節の痛み（早めの対策でいつまでも⾃分の⾜で歩けるように）、東京都⼥性薬剤師会スクーリング・特別公開講座、東京、2023年9⽉10⽇

特別講演・
招待講演 12 久保⽥光昭:　1.変形性膝関節症と内側半⽉板逸脱 アライメントで考える新しい治療 2.膝前⼗字靭帯primary repairの挑戦、第16回ASHULA (All Showa University Linked 

Association) KNEE、東京、2023年5⽉19⽇

特別講演・
招待講演 13 久保⽥光昭:　変形性膝関節症の診断・治療と神経障害性疼痛、市川市整形外科医学術講演会、市川市、2023年12⽉6⽇

特別講演・
招待講演 14 野尻英俊:　⾼齢者脊椎疾患のトータルケア〜疼痛管理から⾻粗鬆症治療まで〜、Spine Live Symposium in 静岡、静岡、2023年1⽉19⽇

特別講演・
招待講演 15 野尻英俊:　⾻粗鬆症を知っていますか︖、⽇本医学会総会博覧会プレセミナー、東京、2023年1⽉19⽇

特別講演・
招待講演 16 野尻英俊:　⾼齢者脊椎疾患のトータルケア〜疼痛管理から⾻粗鬆症治療まで〜、脊椎脊髄疾患を考える会、Web、2023年2⽉6⽇

特別講演・
招待講演 17 野尻英俊:　⾻粗鬆症性脊椎疾患外科治療の進歩と課題、オスタバロ新発売記念講演会 in 阪神、甲⼦園、2023年5⽉18⽇

特別講演・
招待講演 18 野尻英俊:　⾼齢者脊椎疾患のトータルケア〜神経障害性疼痛の管理から⾻粗鬆症治療まで〜、Spine Live Symposium、Web、2023年6⽉3⽇

特別講演・
招待講演 19 野尻英俊:　労働者腰椎疾患の復帰戦略、令和5年度栃⽊県労災保険指定医協会特別講演会、宇都宮、2023年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 20 野尻英俊:　⾼齢者の脊椎疾患はどのように治療されているのか︖〜脊椎の変性と脊柱の変形〜、国⽴⻑寿医療研究センターGSRCセミナー、名古屋、2023年7⽉26⽇

特別講演・
招待講演 21 野尻英俊:　⾻粗鬆症を伴う腰椎疾患への外科治療、Spine & Rehabilitation seminar、東京、2023年7⽉28⽇

特別講演・
招待講演 22 野尻英俊:　当院におけるジクトルテープの使⽤経験、Web、2023年8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 23 野尻英俊:　脊椎変性疾患の病態解明に向けて〜基礎研究と外科治療〜、Spine forum in Mie、津、2023年9⽉1⽇

特別講演・
招待講演 24 野尻英俊:　安全・確実・有効な側⽅進⼊腰椎椎体間固定術を⾏うための基礎と応⽤、第72回東⽇本整形災害外科学会、旭川、2023年9⽉22⽇

特別講演・
招待講演 25 野尻英俊:　神経障害性疼痛Up to date〜痛みの診断から管理まで〜、医療保険を考える会学術講演会、東京、2023年9⽉22⽇

特別講演・
招待講演 26 野尻英俊:　XLIFを実施する視点で⾏った安全性の解剖学的検証、XLIF10周年記念セミナー、東京、2023年10⽉21⽇

特別講演・
招待講演 27 野尻英俊:　⾻粗鬆症性脊椎疾患外科治療の進歩と課題、千葉県整形外科医会学術集会、千葉、2023年10⽉27⽇

特別講演・
招待講演 28 野尻英俊:　⾻粗鬆症性脊椎疾患治療の進歩と課題、オスタバロ⾻粗鬆症WEBセミナー、Web、2023年11⽉27⽇



特別講演・
招待講演 29 内藤聖⼈:　上肢⼿術における4K3Dデジタル顕微鏡の応⽤と有⽤性、第50回⽇本マイクロサージャリー学会学術集会、名古屋, 2023年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 30 内藤聖⼈:　上肢外傷・スポーツ外傷において当院紹介患者診察で得た知⾒、第394回葛飾区医師会整形外科集談会、東京、2023年11⽉30⽇

特別講演・
招待講演 31 内藤聖⼈:　整形外科が担当する関節リウマチ治療⼿・肘の障害について、第18回順天堂リウマチ・膠原病研究会 公開講座、東京、2023年11⽉4⽇

特別講演・
招待講演 32 内藤聖⼈:　関節リウマチによる上肢機能障害の診断と治療、第20回⽇本リウマチ実地医会、東京、2023年10⽉8⽇

特別講演・
招待講演 33 内藤聖⼈:　⽇常診療における上肢外傷の診断と治療、第32回弘前⼤学整形外科夏の研修会、弘前、2023年8⽉5⽇

特別講演・
招待講演 34 内藤聖⼈:　⽇常診療における上肢外傷と⾻粗鬆症、⼿外科⼿術と⾻粗鬆症治療を考える会、⾦沢、2023年6⽉16⽇

特別講演・
招待講演 35 内藤聖⼈:　橈⾻遠位端⾻折、⽇本⾻折治療学会Orthopaedic Trauma Knowledge Update（⾻折OTAKU）2023、横浜、2023年4⽉22⽇

特別講演・
招待講演 36 本間康弘:　特発性⼤腿⾻頭壊死症に対する⾃家濃縮⾻髄液局所注⼊療法(先進医療B)、第11回 Tokyo Knee & Hip Forum、東京、2023年2⽉28⽇

特別講演・
招待講演 37 本間康弘:　近年の⼈⼯股関節の潮流に潜む課題とその対策 High torque・Cobaltism・Sound analysis、第109回 Kyoto Orthopaedic Seminar、京都⼤学、2023年3⽉14⽇

特別講演・
招待講演 38 本間康弘:　特発性⼤腿⾻頭壊死症に対する ⾃家濃縮⾻髄液局所注⼊療法(先進医療B)、⼤分県の運動器疾患の未来を考える、⼤分、2023年6⽉30⽇

特別講演・
招待講演 39 本間康弘:　次世代治療創出への挑戦︓⾃家濃縮⾻髄液局所注⼊療法(先進医療B)と叩打⾳解析AI・THA⽀援システム、第54回 関⻄股関節研究会、⼤阪⼤学、2023年12⽉23⽇

特別講演・
招待講演 40 森川⼤智:　関節リウマチに対する⼈⼯肩関節置換術について、第22回茶崖リウマチカンファレンス、東京、2023年3⽉8⽇

特別講演・
招待講演 41 森川⼤智:　肩の痛みとその対策、第6回企業の健康を共に考える会、東京、2023年11⽉28⽇

特別講演・
招待講演 42 森川⼤智:　スポーツ外傷・障害の最新情報（2）－肩、令和5年度公認スポーツドクター養成講習会、東京、2023年12⽉2⽇


